
⾃治体マイナポイント事業について
マイナポイント事業を通じて決済サービス事業者との連携の仕組みを備えたマイキープラットフォームを活⽤し、
決済サービス事業者との連携により、⾃治体が多様なポイント給付施策を実施するもの

⾃治体マイナポイント事業の仕組み（イメージ）

マイキープラットフォーム（国が運⽤）

マイキーＩＤ︓XXXXXXXXX

○○市マイナポイント ■■■ポイント

・・・ ・・・

⾃治体⾃治体 決済サービス事業者
（○○Payなど）

決済サービス事業者
（○○Payなど）

■ポイント給付施策の企画・⽴案
■給付申請の受付・審査
■対象者へのマイナポイントの付与
■ポイントを付与した事業者への補助

■マイキープラットフォームからの付与情報※
に基づき、○○Payのポイントを付与

※ 対象者・付与額・付与率・対象地域等

■⾃治体の施策内容に応じたポイント付与・
利⽤⽅法の制御（利⽤分野・対象店舗等）

⑥ ポイント付与分の補助金等の支払い

マイナポイント事業で構築した
連携の仕組みを活⽤

⑤
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○○Pay○○Pay利⽤者（住⺠等）

各住⺠等のマイキーＩＤに紐付けて
施策ごとに付与されたマイナポイントを管理
付与されたマイナポイントは、○○Payの
ポイントとして受け取ることで利⽤可能

ポイント利⽤

※⾃治体の施策内容に応じ、
■幅広い⽤途に利⽤できるポイントを
あらかじめ付与する⽅法や、

■対象となる店舗で○○Payを利⽤した場
合に、決済額に応じたポイントを後から付
与する⽅法 等が存在

⺠間応援ポイント（注）⺠間応援ポイント（注）

▲▲▲ポイント

（注）クレジットカード会社のポイント等

■■■ポイント取得

マイキープラットフォーム（アプリ等）を
通じたカードの利⽤による申請

■給付事務(申請・受付・審査等)をオンラインで可能とすることによる⾏政や住⺠の⼿続負担の軽減及び迅速な給付の実現
■マイナンバーカードの本⼈確認機能を活⽤した正確で重複のない給付の実現
■利⽤⽤途や期間の設定を通じた、施策⽬的の効果的な実現
■⺠間キャッシュレス決済サービス事業者との連携による、使いやすい形での給付の実現

給付を⾃治体マイナポイント事業の仕組みにより⾏うことによるメリット

（施策例）
■住⺠に対して、⽤途に特段の限定がない⼀定額のポイントを給付する事業(ex.⼦育て⽀援)
■住⺠に対して、特定分野での利⽤を対象とした⼀定額のポイントを給付する事業(ex.交通費助成)
■特定地域内の店舗での利⽤を対象として⼀定額のポイントを給付する事業(ex.地域振興)

⾃治体と連携した施策展開により、
住⺠等への効果的なＰＲや
利⽤の促進が可能


